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石
川
島
播
磨
重
工
業
（
株
）
で
の
思
想
差
別
の
調
査
及
び
是
正
指
導
に
関
す
る
質
問
主
意
書

基
本
的
人
権
を
定
め
る
日
本
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
て
六
十
年
、
労
働
者
の
思
想
信
条
の
自
由
を
定
め
る
労
働
基
準
法
が
公
布

さ
れ
て
五
十
九
年
を
経
た
。
し
か
し
、
労
働
現
場
に
お
け
る
実
態
は
今
日
な
お
こ
れ
ら
の
規
定
と
か
け
離
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
関
西
電
力
・
中
部
電
力
・
東
京
電
力
や
ク
ラ
ボ
ウ
事
件
、
鈴
木
自
動
車
の
思
想
差
別
事
件
な
ど
を
は
じ
め
と

し
た
幾
つ
か
の
裁
判
や
労
働
委
員
会
の
判
断
な
ど
が
端
的
に
示
し
て
い
る
。
更
に
、
重
大
な
こ
と
は
、
裁
判
等
で
基
本
的
人
権

の
侵
害
に
対
す
る
厳
し
い
判
断
が
下
さ
れ
て
も
、
今
な
お
是
正
さ
れ
る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
、
動
か
ぬ
事
実
を
突
き
つ
け
ら
れ

て
も
人
権
侵
害
、
思
想
差
別
・
性
差
別
が
放
置
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
職
場
に
お
け
る

自
由
と
民
主
主
義
を
侵
害
し
、
労
働
者
の
安
全
衛
生
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
裏
腹
の
関
係
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

わ
が
国
は
労
働
基
準
法
（
第
三
条
）
に
お
い
て
、
労
働
者
の
人
権
侵
害
が
行
わ
れ
差
別
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
裁
判
所

に
訴
え
る
こ
と
な
く
救
済
・
是
正
す
る
制
度
を
設
け
、
労
働
基
準
監
督
機
関
と
所
属
す
る
労
働
基
準
監
督
官
に
一
定
の
強
力
な

権
限
を
与
え
て
い
る
。

労
働
現
場
に
お
け
る
思
想
信
条
の
自
由
の
確
保
、
性
に
よ
る
差
別
の
一
掃
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
監
督
機
関
が
果
た
す
べ
き

一



役
割
は
ま
こ
と
に
大
き
い
。

石
川
島
播
磨
重
工
業
（
株
）
は
、
一
八
五
三
（
嘉
永
六
）
年
に
設
立
さ
れ
た
石
川
島
造
船
所
を
母
体
と
し
て
、
創
業
以
来
百

五
十
年
余
に
わ
た
り
操
業
し
て
き
た
会
社
で
、
現
在
、
船
舶
・
艦
艇
・
海
洋
構
造
物
な
ど
の
開
発
設
計
・
製
造
販
売
を
は
じ
め

多
く
の
産
業
分
野
の
機
械
器
具
装
置
の
製
造
販
売
、
さ
ら
に
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
な
ど
航
空
分
野
の
機
器
の
製
造
販
売
を
行
っ

て
い
る
資
本
金
六
四
九
億
円
、
子
会
社
等
約
百
五
十
社
、
従
業
員
約
二
万
三
千
人
に
及
ぶ
世
界
的
に
も
知
ら
れ
た
大
企
業
で
あ

る
と
と
も
に
、
平
成
十
七
年
度
ま
で
の
十
年
間
、
防
衛
庁
だ
け
で
も
国
民
の
税
金
で
あ
る
国
の
予
算
か
ら
五
七
七
一
億
円
に
も

の
ぼ
る
発
注
を
受
け
て
お
り
、
社
会
的
責
任
の
大
き
い
会
社
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
こ
の
石
川
島
播
磨
重
工
業
（
株
）
は
、
長
い
年
月
に
わ
た
っ
て
会
社
の
意
に
反
す
る
労
働
者
に
対
し
て
は
悉
く
、

憲
法
や
労
働
基
準
法
に
反
す
る
思
想
差
別
を
基
本
と
し
た
労
務
政
策
を
採
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
今
か
ら
四
年
前
の
二
〇
〇
二
年
十
一
月
十
五
日
の
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い
て
、
日
本
共
産
党
の
小

沢
和
秋
議
員
（
当
時
）
に
よ
っ
て
、
「
Ｚ
Ｃ
（
ゼ
ロ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
）
計
画
管
理
者
名
簿
」
と
い
う
戦
前
の
特
高
警
察
ま
が

い
の
『
共
産
党
員
の
撲
滅
』
を
意
図
す
る
計
画
と
名
簿
の
存
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
厚
生
労
働
大
臣
に
厳
正
な
調
査
が
要
求
さ

れ
て
い
る
。
更
に
、
翌
年
の
二
〇
〇
三
年
四
月
十
七
日
に
は
、
参
議
院
の
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い
て
、
日
本
共
産
党
の
井
上

二



美
代
議
員
（
当
時
）
が
改
め
て
厳
正
な
調
査
を
要
求
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
国
会
で
の
、
石
川
島
播
磨
重
工
業
（
株
）
の
憲
法
や
労
働
基
準
法
に
明
確
に
反
す
る
「
企
業
犯
罪
」
の
追
及
や

裁
判
で
の
前
進
に
励
ま
さ
れ
、
労
働
者
や
退
職
者
か
ら
差
別
の
是
正
、
受
け
た
損
害
の
回
復
を
求
め
る
声
と
運
動
が
急
速
に
広

が
り
、
昨
年
（
〇
五
年
）
の
春
ま
で
に
は
五
県
の
労
働
局
七
労
働
基
準
監
督
署
に
対
し
て
、
実
に
百
四
十
九
名
の
労
働
者
（
退

職
者
を
含
む
）
が
、
差
別
を
受
け
た
事
実
と
そ
の
是
正
を
求
め
、
労
働
基
準
法
・
第
百
四
条
に
基
づ
く
「
申
告
」
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
多
数
の
労
働
者
が
実
名
を
名
乗
り
、
労
働
基
準
法
・
第
三
条
に
反
す
る
「
思
想
差
別
」
を
会
社
が
行
っ
た
と

し
て
、
監
督
機
関
に
申
告
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
い
ま
だ
か
つ
て
無
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

社
会
的
正
義
を
求
め
る
勇
気
あ
る
労
働
者
の
運
動
が
広
が
る
な
か
で
、
あ
る
日
、
突
然
に
「
内
部
告
発
」
文
書
と
し
て
『
厳

秘
』
や
「
マ
ル
秘
」
の
ハ
ン
コ
が
打
っ
て
あ
る
資
料
が
申
告
者
ら
に
提
供
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

会
社
の
思
想
差
別
政
策
の
存
在
を
決
定
的
に
証
明
す
る
こ
れ
ら
の
「
資
料
」
は
、
申
告
者
で
あ
る
労
働
者
の
側
か
ら
既
に
、

厚
生
労
働
省
本
省
・
労
働
基
準
局
は
勿
論
の
こ
と
、
管
轄
の
五
県
の
労
働
局
や
七
労
働
基
準
監
督
署
に
提
供
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
を
一
瞥
す
る
な
ら
ば
、
労
働
基
準
監
督
官
な
ら
ず
と
も
、
労
働
問
題
に
専
門
的
な
知
識
が
な
く
て
も
会
社
の

三



行
っ
て
来
た
差
別
政
策
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
「
瞬
時
」
と
ま
で
は
言
わ
な
く
て
も
、
数
分
も
資
料
を
見
る
な
ら

ば
誰
で
も
、
そ
の
ひ
ど
さ
が
判
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
こ
の
『
厳
秘
』
文
書
に
は
、
当
時
三
十
九
歳
の
労
働
者
Ｍ
氏
が
実
名

で
差
別
評
価
の
「
基
準
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
Ｍ
氏
は
、
当
時
ま
だ
三
十
九
歳
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
十
一
年
先
の

六
十
歳
の
定
年
ま
で
、
「
ま
だ
働
い
て
も
い
な
い
『
未
知
の
労
働
の
結
果
』
ま
で
」
、
既
に
全
て
「
評
価
さ
れ
て
い
る
」
の
で

あ
る
。
会
社
の
意
に
沿
ぐ
わ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
と
は
全
く
関
係
な
く
、
本
来
「
個
人
の
自
由
で
あ
る
べ
き
」
考

え
方
や
思
想
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
し
て
、
二
十
一
年
先
ま
で
の
「
昇
進
・
昇
格
」
の
差
別
計
画
を
決
め
て
い
た
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
差
別
政
策
を
、
「
世
界
に
名
の
知
れ
た
大
企
業
・
石
川
島
播
磨
重
工
業
（
株
）
」
が
、
我
が
国
社
会
の
中

で
平
然
と
長
期
に
わ
た
り
行
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

石
川
島
播
磨
重
工
業
（
株
）
は
前
述
の
よ
う
に
、
政
府
と
の
契
約
・
受
注
関
係
を
抜
き
に
し
て
は
安
定
的
な
会
社
存
続
の
保

証
は
な
い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
石
川
島
播
磨
重
工
業
（
株
）
は
、
例
え
『
談
合
だ
』
、
『
違
法
な
天
下
り
の
受
入
れ
企
業
だ
』
等
々
の
批
判
と

誹
り
を
受
け
よ
う
と
も
、
国
民
に
対
し
て
全
く
口
を
つ
ぐ
み
、
『
時
の
過
ぎ
去
る
の
を
ジ
ッ
と
待
つ
の
み
』
と
い
う
体
質
で
生

き
長
ら
え
て
き
た
と
も
言
え
る
。
表
向
き
に
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
」
だ
と
か
、
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令

四



順
守
義
務
）
」
を
言
い
つ
つ
、
今
な
お
基
本
的
な
人
権
思
想
さ
え
企
業
内
に
定
着
さ
せ
て
い
な
い
、
前
近
代
的
企
業
の
姿
を
国

民
の
前
に
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

百
四
十
九
名
と
い
う
「
空
前
の
規
模
」
の
労
働
基
準
法
・
第
三
条
に
関
す
る
「
申
告
」
が
行
わ
れ
て
、
既
に
一
年
九
ヶ
月
が

経
過
し
て
い
る
。
今
、
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
労
働
基
準
法
に
基
づ
く
監
督
権
限
を
有
す
る
厚
生
労
働
省
の
、
行
政
上
の
適

切
か
つ
厳
正
な
措
置
が
改
め
て
強
く
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
今
日
ま
で
い
か
な
る
調
査
を
行
い
、
差
別
是
正
の
た
め
に
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
行
政
指
導
を
行
う
つ
も
り
で
い
る

の
か
、
国
会
法
第
七
十
四
条
に
基
づ
き
、
以
下
の
通
り
質
問
す
る
。

一

一
九
八
七
年
四
月
か
ら
二
〇
〇
六
年
十
一
月
ま
で
、
全
国
の
労
働
基
準
監
督
署
に
労
働
基
準
法
・
第
三
条
違
反
と
し
て
、

相
談
並
び
に
申
告
さ
れ
た
件
数
、
更
に
告
訴
・
告
発
さ
れ
た
件
数
は
そ
れ
ぞ
れ
何
件
だ
っ
た
の
か
。

二

「
思
想
信
条
に
よ
る
差
別
」
と
し
て
、
申
告
を
受
け
て
、
『
是
正
勧
告
書
（
甲
・
乙
）
』
や
『
指
導
票
』
を
交
付
し
た
件

数
、
ま
た
、
「
司
法
捜
査
」
を
行
っ
た
件
数
、
並
び
に
「
起
訴
」
に
至
っ
た
件
数
は
ど
れ
だ
け
か
。

三

企
業
が
、
従
業
員
の
思
想
信
条
を
「
調
査
」
し
、
「
管
理
す
る
こ
と
」
、
し
か
も
労
働
者
本
人
に
『
断
り
無
く
』
行
う
こ

と
は
、
労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
、
重
大
な
侵
害
で
あ
る
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
何
ら
、
法

五



令
に
抵
触
し
な
い
と
い
う
判
断
で
い
る
の
か
ど
う
か
、
お
答
え
願
い
た
い
。

四

前
述
の
よ
う
に
、
申
告
者
ら
百
四
十
九
名
は
、
昨
年
（
〇
五
年
）
の
春
頃
ま
で
に
、
「
申
告
」
を
行
う
と
と
も
に
、
自
ら

持
っ
て
い
る
資
料
及
び
情
報
を
隠
す
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
監
督
機
関
に
提
出
・
提
供
も
し
て
き
た
。

申
告
者
ら
の
監
督
機
関
へ
の
協
力
は
極
め
て
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
聞
く
が
、
五
局
七
署
へ
の
申
告
後
、
実
に
一
年
九
ヶ
月
が
経
過
し
た
が
、
差
別
政
策
を
起
案
・
作
成
し
、
全
国
の

事
業
所
へ
、
そ
の
実
施
と
履
行
を
業
務
上
「
強
制
し
た
」
本
社
へ
の
調
査
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
、
答
弁
で
き
る
範

囲
は
あ
る
と
思
う
が
、
説
明
し
て
戴
き
た
い
。

五

石
川
島
播
磨
重
工
業
（
株
）
の
差
別
政
策
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
で
バ
ラ
バ
ラ
に
実
施
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
本
社
が

基
準
を
示
し
、
本
社
の
指
揮
の
下
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
調
査
を
行
う
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
を

管
轄
す
る
労
働
基
準
監
督
署
に
任
せ
る
べ
き
で
は
な
い
。
労
働
基
準
法
・
第
九
十
九
条
第
四
項
に
基
づ
き
、
本
省
が
指
導
的

な
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
、
「
本
社
（
人
事
部
）
主
導
の
企
業
犯
罪
」
の
調
査
の
実
を
挙
げ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ

と
は
、
容
易
に
察
せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

本
件
の
場
合
、
申
告
者
ら
は
繰
り
返
し
「
本
省
の
積
極
的
な
役
割
の
発
揮
」
を
要
請
し
て
い
る
と
言
う
が
、
ど
の
よ
う
に

六



措
置
さ
れ
た
の
か
、
明
確
な
説
明
を
求
め
た
い
。

右
質
問
す
る
。

七


